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民生労災委員長　森下輝弘　
ひとり親家庭等医療及び重度障がい者医療の自己負担額について（再確認用）

☆ひとり親家庭等医療の一部自己負担額
　　・1 医療機関ごと　1 日あたり　最大 500 円（月 2 日限度）
　　　（500 円に満たない場合は、その満たない額）
　　※同一医療機関における 3 日目以降の負担はありません。

区分 1日目 2日目 3日目 4日目

福祉医療適用の
負担額 1,512円 493円 493円 493円

福祉医療適用後の
一部自己負担額 500円 493円 なし なし

☆重度障がい者医療の一部自己負担額
　　・1 医療機関ごと　1 日あたり　最大 500 円（月 3,000 円限度）
　　　（500 円に満たない場合は、その満たない額）
　　※同一医療機関では月の上限 3,000 円を限度とする。

区分 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目

福祉医療適用前の
負担額 1512円 493円 493円 493円 493円 493円 493円

福祉医療適用後の
一部自己負担額 500円 493円 493円 493円 493円 493円 35円

☆一部負担金は減免すること無く、必ず徴収してください。
今一度、確認の程宜しくお願い致します。

本会より要望を繰り返しておりました、施術所を支援する施策の予算案が出されました。
１施設あたり 30,000 円となる予定ですが、決議の後、実施まで少し時間があると思われ
ます。募集開始後は速やかに手続きをお願いいたします。
詳細は本会からもメールマガジンなどで情報発信します。メールアドレス登録をお願いい
たします。

（公的）審査委員だよ Re：　No.24

解剖学を基にした現代医学的治療法を学ぶ勉強会です。
 “ 興味のある方 ”、“ 臨床経験の浅い方 ”、“ 臨床に自信のない方 ”、
　事前予約してご参加ください。

毎月第３日曜日 開講！　13:00~14:00「基礎理論」　　14:00~16:00「症例実技」

令和 5 年度　前期 令和 5 年度　後期

４月 頭蓋と頚椎の関連筋 10 月 仙腸関節の関連筋（上部）

５月 顎関節と頚椎の関連筋 11 月 仙腸関節の関連筋（下部）

６月 肩関節の関連筋 令和 6 年１月 股関節の関連筋

７月 肘関節の関連筋 令和 6 年２月 膝関節の関連筋

９月 手関節の関連筋 令和 6 年３月 足関節の関連筋

参加費用：全 10 回 10,000 円　一括全納してください
【会場・申込み・お問い合わせ】 
大阪府鍼灸師会　東大阪地域会員　辻本鍼灸院内（近鉄八戸ノ里駅　徒歩 20 分）
 　TEL & FAX　06-6725-5679

会報 Fresh の電子化移行について

なんでも投稿コーナー　臨床鍼灸師の寺子屋

大阪府物価高騰対策一時支援金

Fresh は現在隔月発行になっておりますが、次年度より電子版に全面的に移行い
たします。
それに伴い、全会員のメールアドレスを会員情報として収集いたします。現在メー
ルマガジンの「いかなごう」が着いていない、読んだことがない会員は以下の
フォームよりメールアドレス登録をお願いいたします。（メール変更、自院 URL
登録も可能です）

https://forms.gle/5XSjqyLNfFYBnQMr6

会報を電子版に切り替えることには、デメリットもありますが、印刷や配送の費用を削減
することができるため、経費削減を喫緊の課題とする本会では避けられない選択と考えま
した。
メリットとしては情報の発信や共有がより迅速になります。また、今まで以上に力を入れ
て電子化ならではの機能を活用するようにして、一覧性を損なわず簡便に情報が把握でき
るようにしていきたいと考えております。
会員、府民に対して Web サイトや SNS を通じた積極的な情報発信をするとともに、会
員の利便性を配慮していきたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

本件につきまして、ご意見お寄せください。

fresh@osaka-hari9.jp

令和５年 5 月度　会員動態報告（敬称略）

入会申請
	 ・正会員　
	 　A 吉野亮子　A 芝野雄一郎　B 片岡昌彦　B 下野嵩人
	 ・準会員（78 名）
		   植田　篤志、門脇幸太郎、青栁俊輔、稲田誠也、楊愛吏、田林恵理子、小熊真帆、
	 　藤田未希、合田悠人、髙見尚幸、谷口芳正、濵﨑、赤田茉由、窪谷正晴、岡本綾、
	 　岡本　萌瑠、吉原　遼、小寺　ひとみ、岡野いづみ、野村将士、亀山　彩花、
	 　大木　まなみ、森　世史輝、山本悠也、山本　有子、上西　沙弥、大石健友、
	 　長崎雅豪、伊藤大翔、村瀬未有、三浦叶多、藤本佳那、徳永路海、西川友梨、
	 　古瀨真生、山本 祥太、足立優奈、森田理子、松永詩穂、田原采奈、矢野来夏、
	 　倉橋桃子、川端陽子、米谷武敏、柿木しほり、秋田実良、山本大樹、高森かずさ、
	 　国分南欧海、桝田 真理、坂本憲祐、園田帆波、正木 朝貴、中川 哲治、
	 　斉藤元盛、芝田昂生、前田蒼生、津田郁哉、加賀本春桜、松本　怜アン、川合南都子、
	 　伊藤　公敬、坂元 伊織、安田幸生、吉田孟史、柚木尚登、堤　朋也、奈良上眞、
	 　廣瀬夢騎、坂西恵、太田雅代、岸本明子、榎本 明佳、竹林孝之、青木 幸、
	 　下村　映子、山口真理子
会員種別変更
		  Ａ→Ｂ 西 義貴
登録事項変更		
	 ・施術所住所
	 　村上 明、小山三智子、川本和弘、橋本益隆	
	 ・自宅住所変更
　	 　上田里実	
退会
　	 　大正・西・港	 照屋順悟
　	 　北		  奥本憲司
　	 　中央	 　　　　中村 隆
　	 　北		  伊藤福子
	 　理由：一身上の都合、廃業など
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公益社団法人　大阪府鍼灸師会
令和 4 年度　第 7 回理事会　議事メモ

１．日　　　　時	 令和５年３月１９日（日）　	
	 １０時００分～
２．場　　　　所	 大阪府鍼灸師会会館　
	 ４階会議室
３．司　　　　会	 理　事　久保俊仁
４．議　　　　長	 会　長　得本　誠
５．議事録作成人	 理　事　廣橋久美子

出席理事：得本誠　富永礼子　南治成　
堀口正剛　荒木善行　久保俊仁　永澤至子　
清藤直人　喜多伸治　森下輝弘　北川肇
三宅なつえ　丹波徹二　廣橋久美子　　　　　

（順不同）
出席監事：浜田暁　浅井和俊

欠　　席：柴山忠宏 吉村春生

（次第）
Ⅰ．開会の辞	 副会長　　南　治成
Ⅱ．挨　　拶	 会　長　　得本　誠
Ⅲ．報　　告	 正副会長活動報告・
		  日鍼会活動報告・
		  委員会報告・得本会長：
３月 16 日　正副会長会議出席　
３月 12 日　高槻クロスカントリー大会に
参加
・富永副会長：　
３月 16 日　正副会長会議出席
他、関西医療学園専門学校・森ノ宮医療学
園専門学校の卒業式に出席
・南副会長：
３月 16 日　正副会長会議出席

（日鍼会報告）
広告検討会（zoom）で広告ガイドラインの
作成

「整骨院」「治療」等名称使用について今後
の検討課題
・堀口副会長：（日鍼会報告）
３月 10 日・11 日 災害医学会（盛岡）参加

【委員会報告】
■法人管理委員会（総務）（久保理事）
・定時会員総会会場について
東梅田駅近くのレンタルスペースに決定
大阪府大阪市北区堂山町 1-5 三共梅田ビル 
B1F
収容人数 80 名 広さ 100 平米 13 ～ 17 時
・日鍼会代議員
荒木 森下 北川 廣橋 三宅 永澤 久保 の 7 名
出席予定（補欠 堀口 浅井）
・令和 5 年 2 月 25 ～ 26 日 本会会員施術
等に関する問い合わせ（ＦＡＸ）対応
・令和 5 年 3 月 13 日 鍼灸師紹介依頼メー
ル対応
・来年度の行事予定一部修正（全国師会長
会議日程変更）

■法人管理委員会（財務）（北川理事）
・２月 9 日、２7 日、3 月 13 日に会館にて

財務作業
４月には決算書を作成し報告予定

■青年委員会（清藤理事）
・２月 19 日　全国青年部部長会議 zoom
参加
・３月 11 〜 12 日　近畿ブロック会議参加

■地域ケア推進委員会（永澤理事）
・1 月 27 日　地域ケア zoom 行脚に参加

■大阪介護支援専門員協会 ( 吉村理事代理
で永澤理事 )
・3 月 29 日　ケアマネ協会支部長会

■編集委員会・情報化委員会（喜多理事）
・いかなごう・フレッシュの発行状況
・ウェブサイトの随時更新の報告

■ WMG 担当（丹波理事）
・1 月 18 日　大阪ハイテクノロジー専門学
校教育課程編成委員会出席
・2 月 27 日　大阪ハイテクノロジー専門学
校 業界案内
・2 月 28 日　大阪行岡医療専門学校 業界
案内 
・3 月 10 日　大阪ハイテクノロジー専門学
校卒業式 出席
・3 月 11 日　大阪府庁 府民文化部文化・
スポーツ室　スポーツ振興課スポーツ振興
グループ 来庁

■民生労災委員会（森下理事）
・2 月 6 日、 3 月 6 日 生保労災審査会・相
談会
・1 月 16 日・17 日、2 月 15 日・16 日、
3 月 16 日・17 日 国保連審査会出向
・1 月 23 日、2 月 20 日 日鍼会組織委員
会 Zoom 会議
・1 月 23 日、2 月 13 日 日鍼会未病戦略
を考える WG Zoom 会議

■組織委員会（柴山理事の代理で森下理事）
・損害賠償保険の自動更新
・２月２７日　大阪ハイテクノロジー専門
学校　業界案内
・２月２７日　大阪医療技術学園専門学校　
業界案内
・２月２８日　大阪行岡医療専門学校　業
界案内

■普及啓発委員会（三宅理事）
・1 月 15 日　河内長野シティマラソン大会
にボディケアボランティアとして参加
ブース利用者 77 名（内レース前 ･ 後利用
者 4 名。77 名＋ 4 名＝延べ人数 81 名）
来年から河内長野シティマラソン大会パン
フレットに、協賛として大阪府鍼灸師会の
名前が記載予定
・2 月  5 日　河北地域勉強会（救命講習会）
にスポーツ鍼灸プロジェクト委員会委員か
ら 5 名参加し、普通救命講習Ⅰを受講致し
ました。
・2 月 26 日　高槻クロスカントリー大会事
前研修会開催
大会で使用する用具 ･ 備品の準備、確認
・3 月 8 日　河南地域より、羽曳野市保健
センターにて小児はり ･ 擦過鍼の体験会を
実施
・3 月 12 日　高槻クロスカントリー大会が
開催

（（出欠確認）
理事 16 名
出席数　　　 　14 名
欠席数　　　　　2 名
監事 2 名
出席数　　　　　2 名
欠席数　　　　　0 名

ブース利用者 71 名（内レース前 ･ 後利用
者 7 名。71 名＋ 7 名＝延べ人数 78 名）
・大阪府障がい者スポーツ協会より５月１４
日開催予定の大阪府障がい者スポーツ大会
への派遣要請

■研修委員会（荒木理事）
・１月２２日 全日本鍼灸学会学術大会神戸
大会実行委員会（京都）  
・１月２９日 全日本鍼灸学会近畿支部 B 講
座運営（神戸） 
・２月１２日 霊枢勉強会
・２月２２日 全国大会 in 近畿実行委員会　
出席
・３月 ９日 大阪医療技術学園専門学校卒業
式　出席
・３月１１日 近畿医療専門学校卒業式　出
席
・３月１２日 霊枢研修会 
（その他報告）
・NELS 事務局（日鍼会）へ 2 月・3 月分
の単位申請
・アーカイブ配信（Vimeo）報告
2 月度霊枢勉強会 52 回、第 5 回（2 月度）
学術講習会 124 回
・令和 5 年度 東洋療法研修試験財団生涯研
修開催申請
・令和 5 年度研修事業年間ポスター作成
→ 4 月号フレッシュに同封（3/25 ニシダ
印刷納品予定）

（全国大会に関する報告）
・大会までのスケジュール、講座内容、会
場レイアウト、各都府県催し物案、当日の
タイムスケジュール等の概要確認。

Ⅳ．議　　案　
●第１号議案　　　会員動態（柴山理事の
代理で得本会長）
・入会申請：　　１名　、
・入会事前承認：１名　　全会一致で承認
・会員種別変更：１名　　全会一致で承認
・登録事項変更：１名
・退会届：３名
・準会員：８名

丹波理事より：専門学校の入学式、またそ
の直後に準会員宣伝をして入会案内できな
いかとの提案
得本会長より：入会特典として抽選でのプ
レゼント送るなどはどうか。
入会することのアピールの仕方を新年度の
入学式に間に合わすよう、組織委員と財務
委員と丹波理事とで早急に検討するように
進める。

●第２号議案　　　本会定款変更・正会員
に関する規程の新設について（久保理事）
　どの都道府県の在住・勤務鍼灸師である
かに関わらず、大阪府鍼灸師会に入会でき
るようにするために定款見直しを前回理事
会からの議案から引き続き、各条文を整理
し整合性をとるべく修正について審議され
たい。
・第３章定款の変更、第８章廃止、第９章
廃止
・B 会員に関する細則の廃止
・正会員に関する規定の新設
定款変更議案を 5 月末開催の総会に上程す
ることで、全会一致で承認。
B 会員に関する細則の廃止・正会員に関す
る規程の新設について、5 月末開催の総会

承認後に規程が発効されるので時限つきと
して全会一致で承認。

●第３号議案　　　　
令和 5 年度事業計画案の件（久保理事）
各委員長より提出された各事業計画を反映
した事業計画案を作成したので、確認・審議・
承認をいただきたい。
文言修正を含め全会一致で承認。

●第４号議案　　　　
令和 5 年度予算案の件（久保理事・北川理事）
1. 予算の最終確認の承認
2. 資金調達と設備投資の見込みの承認（IT
補助金案件含む）
なお、監査会は 4 月 15 日 18 時～に予定（4
月 16 日理事会予定）
上記、全会一致にて承認。

●第５号議案　　　　
会員メールアドレスの登録に関する要請の
件（柴山理事の代理で廣橋理事）
会員全員のメールアドレスが未だ収集がで
きていない現状で、今後、紙媒体の減少や
非常時の円滑な連絡手段に備えるために
メールアドレスのリスト作成と管理方法に
ついて検討されたい。
地域代表者に収集協力依頼をするにあたり、
会員情報のエクセルデータと非登録者との
照合を行う必要がある。メール管理に関連
する各委員（情報化、組織、普及、研修）
の各委員で情報を共有し、収集方法につい
て取りまとめ次回の理事会で示す、という
条件にて全会一致で承認

●第 6 号議案　　　　
選挙管理委員選任の件（久保理事）
令和５年度役員改選のための選挙管理委員
会選任について承認いただきたい
選挙管理委員予定者として中谷泰夫（河北）
森下洋行（河北）の２名を選任するとして
全会一致で承認

●第 7 号議案　　　　
その他の件
日鍼会危機管理委員会からのお知らせ（堀
口副会長）
・６月９日〜 11 日全日本鍼灸学会での災害
セッション
・10 月 21 日～ 22 日全国大会でも災害セッ
ション
・令和 6 年 2 月 22 日〜 24 日　災害医学会
（京都）が開催される
災害に関する催しが続くのでいずれかに参
加し南海トラフに備えていただきたい。

大阪府鍼灸師会 SNS について（廣橋理事）
公式 Facebook ページを作成し情報を発信
しているのでぜひ参照されたい。

IT 利用について（堀口副会長）
AI チャットにて鍼灸に関するポジティブな
情報を吹き込んで、「鍼灸はニーズがある」
と AI に認識させて一般の人が検索したとき
に良い情報が出てくるように試してもらい
たい。

Ⅴ．閉会の辞	 会長指名理事 ( 浅井監事 )　　
以上
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